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名
勝
指
定
は
帝
釈
峡
が
一
九

二
三
年
、
三
段
峡
が
二
五
年
で
、 

                

三
段
峡
の
特
別
名
勝
指
定
区

域
は
、
本
流
の
柴
木
川
・
八
幡
川

と
そ
の
支
流
を
含
め
、
全
長
十

六
㌔
に
わ
た
る
。
特
別
名
勝
と

は
文
化
財
保
護
法
に
よ
り
規
定

さ
れ
、
自
然
物
で
あ
り
な
が
ら

絵
画
な
ど
と
同
じ
く
、
芸
術
に

近
い
性
格
を
持
つ
。
も
う
一
つ

の
顔
は
「
西
中
国
山
地
国
定
公

１ 

 

  
 

         

四
年
後
と
六
年
後
に
相
次
い
で

百
周
年
を
迎
え
る
。
広
島
県
の

「
さ
と
や
ま
未
来
円
卓
会
議
」

で
本
宮
炎
理
事
長
が
連
携
を
呼

び
掛
け
て
交
流
が
実
現
し
た
。 

 

視
察
し
た
の
は
さ
ん
け
ん
の

本
宮
理
事
長
と
松
尾
俊
孝
理

事
、
商
工
観
光
課
の
正
木
隆
係

長
、
今
井
勝
則
組
合
長
ら
六
人
。 

 

同
市
東
城
支
所
で
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
後
、
門
田
圭
司
観
光
協
会

事
務
局
長
の
案
内
で
、
下
帝
釈
・

神
龍
湖
の
遊
覧
船
や
水
陸
両
用

１ 

   

園
の
特
別
保
護
地
区
」
で
あ
る
。 

   

名
勝
と
保
護
区
の
玄
関
が
長

淵
で
あ
る
。
柴
木
集
落
を
左
に

見
な
が
ら
車
道
が
尽
き
る
と
三

段
峡
ホ
テ
ル
が
あ
り
、
歩
道
を

下
る
と
す
ぐ
長
淵
橋
に
出
る
。

長
淵
は
橋
か
ら
上
流
へ
向
か
っ

て
１ 

  
 

     

車
を
体
験
し
、
上
帝
釈
を
雄
橋
ま

で
散
策
し
た
。 

 

「
峡
谷
の
特
徴
や
観
光
に
対
す

る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
な
ど
を

知
り
、
想
像
以
上
に
成
果
が
あ
っ

た
」
と
本
宮
理
事
長
は
今
後
の
取

組
に
期
待
す
る
。
十
一
月
に
は
帝

釈
峡
関
係
者
が
来
峡
す
る
。 

      

無
印
良
品
と
の
協
業
事
業
「
三

段
峡
野
外
博
物
館
へ
行
こ
う
・
さ

か
な
と
一
緒
に
泳
ぐ
ツ
ア
ー
」
が

九
月
七
日
、
親
子
連
れ
二
十
人
が

参
加
し
て
開
か
れ
た
。
二
十
一
日

に
は
広
島
パ
ル
コ
無
印
良
品
の

１ 

   

て
百
㍍
以
上
続
く
。 

名
の
通
り
細
長
い
淵
で
、
水
と

石
の
清
ら
か
さ
、
周
辺
の
常
緑
樹

や
正
面
に
折
り
重
な
る
落
葉
樹

林
の
稜
線
が
、
一
幅
の
絵
の
よ
う

な
景
観
を
見
せ
る
。
三
段
峡
が
画

集
だ
と
す
れ
ば
、
表
紙
を
飾
る
に

相
応
し
い
第
一
景
で
あ
る
。
訪
れ

た
多
く
の
人
は
、
橋
か
ら
上
流
へ 

 
 

                  

店
舗
内
で
「
三
段
峡
の
紅
葉
お
す

す
め
ポ
イ
ン
ト
」
と
題
し
た
ト
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
た
。 

 

ツ
ア
ー
の
子
供
た
ち
は
オ
オ

サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
を
観
察
し
、
箱

眼
鏡
を
覗
い
て
泳
ぐ
魚
に
歓
声

１ 

   

カ
メ
ラ
や
ス
マ
ホ
を
向
け
る
。 

   

熊
南
峰
は
違
う
。
上
流
か
ら
長

淵
を
見
た
構
図
の
写
真
だ
け
を

残
し
て
い
る
。
写
真
奥
に
は
一
九

二
六
年
に
架
け
ら
れ
た
最
初
の

吊
り
橋
と
、
今
は
な
い
が
左
岸
に

小
亭
が
写
っ
て
い
る
。
長
淵
に
つ 

 

 
 

 
 
 
 

さ
ん
け
ん
が
協

力
し
た
三
段
峡
展

が
九
月
二
日
か
ら

三
十
日
ま
で
、
パ

タ
ゴ
ニ
ア
広
島
店

で
開
催
さ
れ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
日
に
は
展
示
内

容
を
店
舗
ス
タ
ッ

フ
に
説
明
す
る
研

修
会
、
十
二
日
に

は
ア
メ
リ
カ
の
河

川
を
題
材
に
し
た

映
画
の
上
映
会
が

１ 

を
上
げ
た
。
掴
み
取
り
し
た
ア

マ
ゴ
を
さ
ば
い
て
頬
張
っ
た
。 

 

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
西

中
国
山
地
自
然
史
研
究
会
の
大

竹
邦
暁
さ
ん
が
、
多
様
な
植
生

と
紅
葉
の
見
分
け
方
を
解
説
し

た
。
山
口
慶
介
店
長
は
「
美
し
い

い
だ
け
で
な
く
学
び
の
場
が
あ

る
の
が
魅
力
」
と
来
場
者
に
三

段
峡
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。 

    

い
て
南
峰
は
、
橋
や
小
亭
が
で

き
る
前
、「
静
淵
長
く
漂
い
尽
き

て
瀬
と
な
り
、
南
に
去
る
山
高

く
水
清
く
、
風
光
明
媚
な
り
」
と

記
す
。
上
流
か
ら
の
眺
め
が
お

気
に
入
り
だ
っ
た
よ
う
だ
。 

遥
か
太
田
川
、
瀬
戸
内
海
と

の
繋
が
り
を
感
じ
て
い
た
の
か

も
し
れ
な
い
。（
松
尾 
俊
孝
） 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

あ
っ
た
。
広
島
の
河
川
環
境
を
保

全
す
る
団
体
と
し
て
、
来
場
者
へ

さ
ん
け
ん
へ
の
寄
付
が
呼
び
か

け
ら
れ
、
九
万
一
千
円
の
浄
財
が

寄
せ
ら
れ
た
。 

 

展
示
コ
ー
ナ
ー
に
は
松
尾
俊

孝
理
事
が
所
蔵
す
る
絵
ハ
ガ
キ

や
三
段
峡
案
内
な
ど
の
印
刷
物
、

熊
南
峰
の
業
績
を
物
語
る
資
料

が
並
び
、
本
宮
芳
太
郎
君
が
制
作

し
た
イ
ラ
ス
ト
で
三
段
峡
の
魚

類
が
紹
介
さ
れ
た
。 

 

映
画
「
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｉ
Ｆ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ａ

Ｌ
」
は
、
養
殖
鱒
が
野
生
の
鱒
を

劣
化
さ
せ
、
絶
滅
の
危
機
に
さ
ら

す
危
険
性
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
内

容
。
本
宮
炎
理
事
長
は
「
太
田
川

も
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付

金
は
、
さ
ん
け
ん
活
動
に
有
効
活

用
し
て
、
成
果
に
つ
な
げ
ま
す
」

と
お
礼
を
述
べ
た
。 

     

    

筒
賀
小
学
校
五
、
六
年
生
十
一

人
を
対
象
に
し
た
深
入
山
の
チ

ョ
ウ
類
の
授
業
が
九
月
四
日
、
本

宮
炎
理
事
長
が
講
師
に
な
っ
て

実
施
さ
れ
た
。
五
日
は
深
入
山
で

捕
獲
調
査
を
し
、
さ
ん
け
ん
会
員

の
上
手
新
一
さ
ん
が
チ
ョ
ウ
の

生
態
を
解
説
し
た
。 

 

加
計
小
学
校
の
三
、
四
年
生
三

十
三
人
が
十
三
日
、
太
田
川
流
域

振
興
交
流
会
議
学
校
間
交
流
事

業
と
し
て
、
さ
ん
け
ん
の
環
境
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
た
。
水

生
昆
虫
や
ア
マ
ゴ
を
通
し
て
食

物
連
鎖
な
ど
を
学
ん
だ
。
講
師
は

さ
ん
け
ん
メ
ン
バ
ー
が
務
め
た
。 

今
回
の
活
動
で
町
内
の
全
小

学
校
へ
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
し
た
。 
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い
な
く
な
り
、
峡
谷
は 

 
 
 
 

 

の
色
付
き
は
駆
け
足
で
峡

谷
を
下
る
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
や
図
鑑
を
手
に
、
一
枚

の
落
葉
か
ら
、
そ
の
種
類

を
調
べ
る
の
も
一
興
だ
。 

 

 茶摘み会が縁で移住  
倉田 達子さん 

 

2004年、日本茶インストラク

ター（日本茶業中央会）を取得。

太田川清流塾の茶摘み会に参

加したのがきっかけになって、 

12年に安芸太田町へ移住した。 

さんけんと出会ったのは昨年。インタープリ

ター養成講座に参加した事務局が忙しくして

いるのを見かね、三段峡の地図をなぞる作業を

手伝ったのが始まりだった。教育旅行を受け入

れた際、子供達が感動して帰るのを見て、三段

峡を知っていこう、と思うようになった。自然

の価値を伝えるフィールドとして最適、と話

す。「会員がもっと増えたらいいな」。 （宏美） 

 

南
峰
と
歩
く 
 

㉖ 

長
淵
（
な
が
ぶ
ち
） 

■
上
流
か
ら
が
お
好
き 

■
橋
上
か
ら
一
幅
の
絵 

 

第
一
景 

名
勝
と
保
護
区
の
玄
関
口 

 
   

▼
標
高
差
の
妙 

さ
ん
け
ん
新
聞 
 

三
段
峡
正
面
口
と
最
奥

部
の
三
ツ
滝
と
の
標
高
差

は
約
四
百
㍍
。
暖
か
い
地

１ 
 

一口メモ 

帯
と
寒
い
地
帯
の
植
生
が

混
在
し
て
い
る
た
め
、
紅

葉
の
見
頃
や
景
色
が
違
っ

て
く
る
。
カ
エ
デ
の
種
類

も
多
く
、
様
々
な
広
葉
樹

１ 
    

 

広
島
県
を
代
表
す
る
峡
谷
の
三
段
峡
と
帝
釈
峡
が
、

名
勝
指
定
百
周
年
を
迎
え
る
の
を
控
え
、
記
念
イ
ベ
ン

ト
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
検
討
に
入
っ
た
。
安

芸
太
田
町
や
さ
ん
け
ん
、
三
段
峡
同
業
組
合
の
メ
ン
バ

ー
が
九
月
二
十
五
日
、
帝
釈
峡
を
訪
れ
て
庄
原
市
、
帝
釈

峡
観
光
協
会
の
関
係
者
と
意
見
交
換
し
た
。 

   

 

 

    

三
段
峡
ツ
ア
ー 

 
 

 
 

 

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト 

川
魚
に
歓
声 

紅
葉
を
学
ぶ 

パタゴニア広島店で三段峡展 

さんけんへ多額の寄付 

筒
賀
・
加
計
小
児
童 

山
と
川
で
環
境
学
習 

名
勝
指
定
一
〇
〇
周
年
事
業
で
連
携
へ 

帝
釈
峡
視
察 

観
光
関
係
者
と
交
流 

 

無印良品 

帝釈峡の成り立ちを聞く視察団員 

研修会で魚の説明をする本宮芳太郎君（左） 

https://sanken-/

